
成年後見制度の手続きの流れ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

任意後見監督人 選任の申立て 

法定後見制度 

 

任意後見契約 

公正証書によって行います。 

（公証役場にて） 

任意後見制度 

 

後見／保佐／補助 の開始の申立て 

《必要書類》 

 ・申立書 

 ・診断書 

 ・申立費用 

（1 件につき 800 円分の収入印紙） 

 ・登記費用 

  （2600 円分の収入印紙） 

 ・郵便切手 

 ・戸籍謄本 

 ・住民票        など 

判断能力が不十分になったとき 

申立て 

 

《調査等》 

 裁判所の調査官が事情を尋ねたり、問い合わせたりします。 

《審問》 

 必要に応じて、裁判官が直接事情を尋ねます。 

《鑑定》 

 本人の判断能力について医師による鑑定を行うことがあります。 

 （別途費用がかかります。） 

審判手続き 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

審判 

成年後見人等の選任 

支援の開始 


